
趣旨説明

【趣旨説明】

千葉市立加曽利貝塚博物館 青笹早季

一千葉市・加曽利貝塚博物館の加曽利E式土器研究の流れ一

千葉市立加曽利貝塚博物館 青笹早季

2024年は、大正 13 (1924) 年に東京帝国大学人類学教室による加着利貝塚E地点• B地点の発掘調査

が行われてから 100年目にあたります。この調査は、場所によって出土する土器に違いがあることを認識

する契機となった画期的な調査で、後の縄文士器研究の進展に大きく寄与しました。この点をふまえ、今

年度を発掘調査 100周年と位置づけて、加曽利E式士器研究の現在とこれからに焦点を当て、年間を通し

て様々な催しを企画しました。本シンポジウムは、その一環となる事業です。

本趣旨説明では「1.加曽利E式土器と企画展について」「 2. 加曽利貝塚E地点•B 地点について」「 3.

加曽利E式の表記について」の順に説明し、その後、各講師の講演の概要について紹介しました。

1 加曽利 E式土器と企画展について

加曽利E式土器は、縄文時代中期後半に、関東地方を中心に分布する土器型式です。東北や中部地方で

も発掘され、少数ですが西日本でも発見されています。全国的に知られている士器型式ですが、 100年前

に行われた、加曽利貝塚のE地点の調査成果に基づいて名付けられています。このことから、加曽利貝塚

は、加曽利E式土器の「標式遺跡」と呼ばれています。

加曽利貝塚の名前がつく土器は、加曽利E式土器のほかに、加曽利B式土器があります。加曽利E式土

器は、中期後半の士器で、深鉢が主体であり、丸みのある口縁部とくびれた頸部・ふくらんだ胴部をもっ

という特徴があります。加曽利B式士器は、後期中頃の土器で、小型の深鉢．壺・注口土器など器の種類

が増えます。

加曽利貝塚博物館では、平成 30(2018)年度以来、加曽利E式土器を主題とした企画展「あれも Eこ

れも E一加曽利E式士器ー」を開催しております。令和 5 (2023)年度までの 6年間に房総半島全域を網

羅し、 111ヶ所の遺跡から出土した士器を延べ 389点展示しました。県内を千葉市域、印絲地域、北西部

地域、内房地域、外房地域と大きく 5つの地域に分け、千葉市内のみ 2回展示を行いました。令和 6 (2024) 

年度は、これまでの企画展の成果を踏まえ、総括として、「あれも Eこれも E一加曽利E式土器（総括編）

ー」を開催しました。

2 加曽利貝塚E地点． B地点について

加曽利貝塚で初めて行われた発掘調杏は、明治 40(1907)年の東京人類学会の遠足会という名目の調

査です。この調査は、当時関東地方の貝塚で注目されていた、古人骨を集めることを大きな目的とした調

査でした。この調査をきっかけに、貝塚の規模が大きいことや保存状態が良好であることが確認され、加

曽利貝塚は「日本一の貝塚」として多くの人に認識されるようになりました。

大正 11 (1922)年には大山柏という考古学者により、初めての地形測量が行われ、のちにそれを元に

加着利貝塚の中にA~Dの4地点が設定されています。このときの調査成果が発表されたのは、昭和 11

(1936)年に発掘調査した結果と合わせて、昭和 12(1937)年のことでした。
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【趣旨説明】

千葉市立加曽利貝塚博物館青笹早季

考古学的な手法を用いた加曽利貝塚での初めての発掘調査が、大正 13(1924)年に東京帝国大学人類

学教室によって行われた調査です。小金井良精を中心として、当時の若手研究者が集まって調査を行いま

した。写真に写っている山内清男氏、甲野勇氏、八幡一郎氏は、これ以降縄文土器研究を主導していきます。

このとき、広大な遺跡の中にA~Eの5地点を設定して調査が実施されましたが、測量技術が未発達だっ

たこともあり、その正確な位置は特定できていません。近年、千葉市教育委員会と早稲田大学が共同で地

中レーダー探査 (GPR)調査等を行った結果、 B地点は南貝塚の西側付近（現在の南貝塚貝層断面観覧施

設の周辺）、 E地点は北貝塚の東側（坂月川を望む貝層東斜面）である可能性が出てきました（スライド

16ページ）。場所の候補については、まだ他にも検討の余地があります。

大正 13(1924)年の発掘調査で加曽利貝塚E地点から出士した土器は、のちに縄文時代中期後半の「加

曽利E式上器」、 B地点から出上した上器は、縄文時代後期中頃の「加曽利B式土器」と命名されました。

発掘に参加していた山内清男は、発掘調査の 15~16年後に出版された『日本先史土器図譜』の中で、典

型的な標本資料として加曽利E式． B式士器の特徴を詳しく記述しました。

なお、山内氏が「下総上本郷貝塚」（『人類学雑誌』 43-10所収）の中で言及した加曽利貝塚の発掘調査成

果について、シンポジウム当 Hの私の発表の中で「加曽利D地点にて、下層で加曽利E式、上層で加曽利

B式が出土した」とご説明しましたが、正しくは「加曽利B地点にて、下層で加曽利E式、上層で加曽利

B式が出士した」となります。お詫びして訂正いたします。山内氏は、 B地点の調査で「加曾利 (E)、

堀の内、加曾利Bの年代的序列を認めた」と記述しています。

また山内氏は、『 H本先史上器図譜』 IXの中で、加曽利D地点出上の加着利E式上器と、加着利E地点

出土の加曽利E式土器に差（磨消縄文の有無）があることを指摘しており、これが加曽利E式土器の型式

細分の出発点となっています。

3 加曽利 E式の表記について（記録集 310ページ）

ここでは、加曽利E式上器の主な分類方法を複数記載しています。このように、分類の仕方によって、

どのように区分するかが少しずつ異なっています。この違いがどのようにして生まれたのか、そしてそれ

ぞれの分類方法はどこが違い、どこが同じなのかを検討することを、今回のシンポジウムの大きな目的と

しました。

2日間にわたり、多くの皆様にご来場いただき、誠にありがとうございました。

本シンポジウムの成果は、今後の博物館機能の充実をはじめとする、特別史跡加曽利貝塚の幣備に活か

してまいります。

※参考・引用文献はスライド 28ページ参照
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趣旨説明

趣旨説明

本発表の構成

【趣旨説明】

千葉市立加曽利貝塚博物館 青笹早季

I竺：4h

I竺 !4h

l．加曽利E式土器と企画展について
グヨ

2．加曽利貝塚E地点 •B地点について
3．加曽利E式の表記について

趣旨説明①
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【趣旨説明】

千葉市立加曽利貝塚博物館青笹早季

趣旨説明

趣旨説明

はじめに

◇大正13(I q24)年

東京帝国大学人類学教室による

加曽利貝塚E地点． B地点の

発掘調査

［全：ダ

◇今年 (2024年）は発掘調査100周年

ゃこ！ダ

加曽利E式土器と
今

企画展について

趣旨説明②
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趣旨説明

趣旨説明

【趣旨説明】

千葉市立加曽利貝塚博物館 青笹早季

加曽利E式土器

◇縄文時代中期後半

◇関東地方を中心として広く流行

◇ 「E地点」の調査成果に基づく

◇加曽利 E式土器の「標式遺跡」

[~:4h 

“加曽利’'の名前がつく土器 久23th
Annlvmary Sim 1924 

加曽利E式土器 加曽利B式土器
縄文時代中期後半 縄文時代後期中ごろ

趣旨説明③
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【趣旨説明】

千葉市立加曽利貝塚博物館 青笹早季

趣旨説明

企画展 人Xゞth
あれもEこれもE:::--加曽利E式土器一Annヽversarys;nc, 1924.~ 

◇平成30(2018)年度から

◇県内を 5地域に区分

千葉市内は 2回展示

◇対象遺跡

◇展示資料
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【趣旨説明】

千葉市立加曽利貝塚博物館 青笹早季

趣旨説明
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加曽利貝塚
E地点亨B地点について

趣旨説明⑤
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【趣旨説明】

千葉市立加曽利貝塚博物館青笹早季

趣旨説明

趣旨説明

大正1-3（旧24)年以前の調査

U13（旧24)年以前の調査 E23th 
. Annヽver50rySincと1924.9

◇大正II（旧22)年

大山柏による測量調査

◇報告したのは昭和 12（円37)年

昭和 II（旧36)年に発掘調査し

その結果と合わせて報告

趣旨説明⑥
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趣旨説明
)! ・¥ '・

大山史前学研究所による測量図

趣旨説明

趣旨説明⑦
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【趣旨説明】

千葉市立加曽利貝塚博物館 青笹早季

I竺：4h
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このあたリに
吋 Eヽ

旧24年発掘時

に設定



【趣旨説明】

千葉市立加曽利貝塚博物館青笹早季

趣旨説明

測量調査の成果 ［全：ダ

◇全国に先駆けた貝塚の

地形測量調査

◇貝塚の形がほぼ明らかに

◇この測量結果に基づき

大正13（旧24)年の発掘調査

趣旨説明
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趣旨説明

趣旨説明

【趣旨説明】

千葉市立加曽利貝塚博物館 青笹早季

100年前の発掘調査の成果 Joo!th 
Annヽvma 、,,c,1924 

◇加曽利B地点の

下層て加曽利E式、

上層て加曽利B式が出土

→土器の新旧関係

を捉える

加曽利B式
縄文時代
後期後半

約3900-
3400年前

堀之内式
縄文時代

後期』揺

約4200~
3900年酌

加曽利F式
縄文時代

咆後迭
約5000~
4500年前

100年前の発掘調査の成果 久23th
Annlvmary Sin< 1924 

◇地層の上下関係て新旧を判断

する「層位学」に基づく発掘

◇ 「近代考古学研究の出発点」

趣旨説明⑨
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【趣旨説明】

千葉市立加曽利貝塚博物館青笹早季

趣旨説明

趣旨説明

加曽利E式土器の紹介

◇山内清男編 昭和 14(1q3q）年
『日本先史土器図譜』

「加曾利E式は関東地方縄紋土器中期

の後半に当る土器型式群てあって、

大正十三年下総国千葉郡都村加曾利
貝塚E地点発掘の土器を標準として

指摘されたものである。」

［全：ダ

ゃこ！ダ

加曽利E式の表記について

趣旨説明⑩
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趣旨説明

趣旨説明

【趣旨説明】

千葉市立加曽利貝塚博物館 青笹早季

「加曽利E式」の表記 ［全：4h
◇加曽利 E式土器は、古い時期から新しい

時期まて‘、 4つの時期に細分することが

一般的だが、細分の基準は研究者によって

異なる。

◇代表的な表記方法には

・ローマ数字によるもの

・アラビア数字によるもの

その他の表記方法もある。

加●駒E式土麗の編分・準の遍い 士米田1980・谷井1982を警膏1こ作氏 （一郎改変）

灯賣
, E 4 , 
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山内潰男 1 969 「嶋文益創購のI•Ill]囀J 『MUSEUM』 224 号稟京1J1立博窃館

米田明1111 1980 r閣G!l天竃l]沿渾における縄又峙代中閉後半の土湿曝年ー所11111!1田文土11を中心としてJ-」『甲斐，，，占』17巻第 1

号山梨県考古学会

谷井 厖ほか 1982「縄又中期土嘉"の再編」 『研究紀饗 19821 財回法人埼玉県壇鳥又化財躙母事稟団

大利 裕 L998 「島坂v式・阿玉台W式から加●利 E 式への転抱間'1JI•問饒J 『下総賓古学』 15 下総ミ占十研究会

大内千年 2008「干賣県における小規攪景落の分祈一中期後累土器11年1こ閲する禰足・市原市中潤ケ広遺躇の畢例を手がかりに一」 9縄
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鳥尾和久,.,,、 』995「1罰提 l]多摩丘陵・武蔵野台地を中心とした縄文時代中閉の騎期設定」 9シンポジウム 縄文中期鯛沼研究の新地平 1発

担轡8．罐科）』 縄文中11l嶋沼研究グループ 字違木台地区鳴古学研究令

JヽJAll- 9019 r縄紋時代の実年代講座』 筏式会社同庄社
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趣旨説明⑪
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【趣旨説明】

千葉市立加曽利貝塚博物館青笹早季

趣旨説明

趣旨説明

本シンポジウムの趣旨

◇加曽利E式土器研究の端緒と

なった加曽利貝塚

［全：ダ

◇後の縄文土器研究の進展に大きく

寄与

◇ 「発掘調査100周年」 と位置づけ、

加曽利 E式土器研究の現在と

これからに焦点を 当てる

「加曽利」「縄文」の表記 E23th 
. Annヽv●r50rySincと1924.9

縄文時代研究ては、各研究者の研究方針に

よって

〇 「加曽利」と「加曾利」

0 「縄文」と「縄紋」

の表記を混在して使用する。

本シンポジウムの各講師の講演や

予稿集の文中ては、講師の研究方針に

沿った表記となっている。

趣旨説明⑫
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趣旨説明

趣旨説明

【趣旨説明】

千葉市立加曽利貝塚博物館 青笹早季

各講演について

1日目の講演内容

-9:20-9:25 挨拶

9:25-9:50 

9:50-10:10 

【趣旨説l!I]】千葉市・ hll曽利貝塚博物館のhll曽利E式土器研究の流れ
千葉市職員

（祈j提説l!I]】 hll付利E式土器の繍分になぜ混乱が生じたのか？
大序寸 裕 下記考古学研究会代表

10:10-11:10 ［基謁講派】縄刻J)lJJhllmlJE式J:器の型式紺年と年代
小 林 謙 ー 中央大学文学部教授

11:20-12:20 
山内消男のhll竹flJE式土淵と 「中峠式土器」
大村 裕 下総考古学研究全代表

13:10-14:10 房総叫ll曽手IJE式Jりjiij半の上器について
箆 祐樹 1公財）千葉呉教育,.烈財団 文化財センター潟盃第一課

1410-1510 j阻武蔵・柑校におけるhllVIIIJE式「古い部分」～その細別恥＇［と 邸 について～
黒届和久固立亘匡忌資料匿

15:25 -16:25 関東地方北東tliにおけるhll曽利E式出現期の-l::器様り1
塚本 師也 益子町敦円委貝会生涯学醤迂

質疑応答 ・討謡

趣旨説明⑬
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【趣旨説明】

千葉市立加曽利貝塚博物館青笹早季

趣旨説明

趣旨説明

2日目の講演内容 ［全：ダ

一9:30-10:30 房総のIVI禾lj式系土淵一hll曽利E3式に伴う斜行文・狙弧文上器を中心に
大内 千年 千葉晃教育庁枚音振兵部文化財裸

10:30-11:30 房総の連弧文（系）±器について
大祠 信良 （公財）東京都教育支援憬惰束京都埋藍文化財センター鋼査研究部調査課

1230-1330 !~玲地における./JII灼利Em ·W式土器の編年学的研究の現状と課狐
加訥 実 千葉呉教育庁教育振囚部文化財程

13:30-14:30 房総における中期末葉から後期初頭の土器様相
小澤 政彦 （公財）千葉呉教育振其財団 文化財センター頭査第一裸

14:45-15:45 i!!l_'i'I利E系列の土器群（絨）一hll曽利 E式の堀之内式への祗承一
稲村 晃乖］ 株式会社四門文化財

参考・引用文献
大山史前學研究所1q37「千葉縣千葉郡都村加曾利貝塚

調査報告」 『史前學雑誌』第q巻第 1号

山内旧28「下総上本郷貝塚」 『人類学雑誌』 43-10

山内 1q40「加曽利E式」 『日本先史土器図譜』 1X 先史考古学会

西田泰民2014「1q24年の加曾利貝塚調査」 『Anthropological

Science(Japanese Series)』 VoI. 122(2) 

千葉市教育委員会2017『史跡加曽利貝塚総括報告書』

高橋龍三郎ほか 2022「第 5次加曽利貝塚デジタル

三次元測量 •GPR レーダー探査調査概報」 『早稲田

大学文学研究科紀要』第67輯

高橋龍三郎ほか 2023「第6次加曽利貝塚デジタル

三次元測量・地中レーダー探査 (GPR)調査概報」
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